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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
累計期間

第66期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 8,573,886 8,798,408 21,509,730

経常利益 （千円） 75,927 106,654 1,062,704

四半期（当期）純利益 （千円） 15,753 40,104 555,422

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 53,204 124,167 626,109

純資産額 （千円） 9,080,325 9,690,756 9,571,571

総資産額 （千円） 16,867,010 18,154,524 18,802,129

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 3.06 7.79 107.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.0 52.6 50.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 651,174 185,776 751,742

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △214,071 △43,746 17,606

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 69,847 37,561 △146,040

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,695,015 3,990,966 3,811,374

 

回次
第66期

第２四半期連結
会計期間

第67期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 18.32 15.37

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「１株当たり四半期（当期）純利益金額」の算定の基礎となる自己株式数については、日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式を含めております。なお、

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する自己株式数は以

下のとおりであります。

 
第66期

第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
累計期間

第66期

自己株式数 （株） － 101,700 102,000
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀による金融政策等により景気は緩やか

な回復基調で推移いたしました。一方で円安進行による原材料価格の上昇や消費税増税に伴う駆け込み需要の反動

による個人消費の回復遅れ等が懸念されております。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、政府の建設投資が堅調に推移し、民間設備投資も増加傾向にありま

すが、価格競争の激化が続き、厳しい受注環境が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループはグループ間の連携による受注拡大、原価管理の徹底による

利益確保に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は87億98百万円（前年同四半期比2.6％増）となりました。

また、利益につきましては、営業利益は87百万円（同53.7％増）、経常利益は１億６百万円（同40.5％増）、四半

期純利益は40百万円（同154.6％増）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は45億13百万円（前年同四半期比8.6％増）となりましたが、価格競

争による売上高総利益率の低下により、営業損失は98百万円（前年同四半期は営業損失１億６百万円）となりまし

た。

　工事事業につきましては、新設工事の売上高が増加しましたが既設工事が減少したことにより、売上高は41億35

百万円（前年同四半期比2.0％減）となり、営業利益は３億８百万円（同21.0％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は40億69百万円（前年同四半期比1.3％減）となり、新設工事が18億12百万円（同

7.1％増）、既設工事が15億５百万円（同11.1％減）、保守工事が７億51百万円（同2.2％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は78億70百万円（同13.3％増）となり、新設工事が37億42百万円（同26.4％

増）、既設工事が27億61百万円（同4.4％増）、保守工事が13億66百万円(同2.2％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は１億50百万円（前年同四半期比23.5％減）となり、営業損失は８百

万円（前年同四半期は営業損失２百万円）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度と比べ１

億79百万円増加し、39億90百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は１億85百万円（前年同四半期比71.5％減）となりました。収入の主な要因といた

しましては、税金等調整前四半期純利益１億５百万円、売上債権の減少額21億92百万円、未成工事受入金の増加額

３億23百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、たな卸資産の増加額９億46百万円、仕入債務の減少額

10億35百万円及び法人税等の支払額４億21百万円等であります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は43百万円（前年同四半期比79.6％減）となりました。収入の主な要因といたしま

しては、定期預金の払戻による収入72百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、定期預金の預入による

支出98百万円等であります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は37百万円（前年同四半期比46.2％減）となりました。収入の主な要因といたしま

しては、短期借入れによる収入９億90百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、短期借入金の返済によ

る支出７億87百万円、配当金の支払額１億20百万円等であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
― 5,700 ― 599,400 ― 525,000
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ

継手株式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海1－8－11 1,005 17.63

オーテック従業員持株会 東京都江東区東陽2－4－2 493 8.65

株式会社オーテック 東京都江東区東陽2－4－2 425 7.45

ステート ストリート バンク アンド
トラスト カンパニー ５０５２２４
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済
営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON
MASSACHUSETTS 02101 U.S.A
（東京都中央区月島4－16－13）

420 7.36

アズビル株式会社 東京都千代田区丸の内2－7－3 250 4.38

オーテック共栄会 東京都江東区東陽2－4－2 229 4.02

ビービーエイチ フオー フイデリテイ

ロー プライスド ストツク フアンド

（常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA
02210 U.S.A.
（東京都千代田区丸の内2－7－1）

145 2.54

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区大手町1－5－5

（東京都中央区晴海1－8－12）

135 2.36

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 120 2.10

株式会社大和バルブ 東京都品川区西品川1－2－8 120 2.10

計 ― 3,343 58.65

（注）　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ継手株式会社退職給付信託口）

は、ＪＦＥ継手株式会社が所有する持株数1,046千株のうち、1,005千株を株式会社りそな銀行へ委託した信託

財産であります。

信託契約上、議決権の行使については、ＪＦＥ継手株式会社が指図権を留保しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,700 52,747 同上

単元未満株式 普通株式      200 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数 5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,747 －

（注）１．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

２．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式101,700株

（議決権の数1,017個）につきましては、完全議決権株式（その他）に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式101,700株は、

上記自己株式に含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,832,064 5,035,907

受取手形及び売掛金 ※１ 6,731,830 ※１ 5,017,524

営業未収入金 1,967,621 1,489,695

有価証券 20,620 20,625

商品 388,101 446,355

未成工事支出金 1,218,603 2,106,925

原材料及び貯蔵品 52,707 51,552

繰延税金資産 160,687 143,062

その他 102,916 138,268

貸倒引当金 △19,990 △20,518

流動資産合計 15,455,164 14,429,399

固定資産   

有形固定資産 1,608,613 1,584,578

無形固定資産 61,469 199,320

投資その他の資産   

投資有価証券 1,056,923 1,188,633

退職給付に係る資産 8,430 115,543

その他 654,264 679,214

貸倒引当金 △42,736 △42,165

投資その他の資産合計 1,676,882 1,941,225

固定資産合計 3,346,964 3,725,124

資産合計 18,802,129 18,154,524
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,930,009 4,894,341

短期借入金 1,235,744 1,438,744

未払法人税等 431,253 59,135

未成工事受入金 475,118 798,754

賞与引当金 252,381 276,445

役員賞与引当金 37,500 18,000

完成工事補償引当金 17,790 8,200

工事損失引当金 － 6,800

その他 309,031 252,625

流動負債合計 8,688,828 7,753,046

固定負債   

長期借入金 88,198 77,326

繰延税金負債 47,439 144,192

再評価に係る繰延税金負債 132,393 132,393

株式給付引当金 － 16,584

役員退職慰労引当金 69,265 70,810

退職給付に係る負債 83,304 7,888

その他 121,129 261,525

固定負債合計 541,729 710,720

負債合計 9,230,557 8,463,767

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 553,984 553,984

利益剰余金 8,847,331 8,883,480

自己株式 △281,447 △281,232

株主資本合計 9,719,268 9,755,633

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 158,238 232,621

土地再評価差額金 △367,869 △367,869

退職給付に係る調整累計額 △81,659 △76,969

その他の包括利益累計額合計 △291,290 △212,216

少数株主持分 143,593 147,340

純資産合計 9,571,571 9,690,756

負債純資産合計 18,802,129 18,154,524
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 ※２ 8,573,886 ※２ 8,798,408

売上原価 7,204,460 7,365,231

売上総利益 1,369,426 1,433,176

販売費及び一般管理費 ※１ 1,312,595 ※１ 1,345,811

営業利益 56,830 87,365

営業外収益   

受取配当金 12,382 11,984

受取賃貸料 8,960 9,462

持分法による投資利益 － 7,867

その他 13,085 10,161

営業外収益合計 34,429 39,475

営業外費用   

支払利息 8,650 10,267

不動産賃貸費用 1,746 7,994

持分法による投資損失 2,295 －

その他 2,640 1,924

営業外費用合計 15,332 20,186

経常利益 75,927 106,654

特別利益   

固定資産売却益 332 4,320

特別利益合計 332 4,320

特別損失   

固定資産売却損 114 4,918

固定資産除却損 523 90

投資有価証券評価損 315 －

特別損失合計 952 5,008

税金等調整前四半期純利益 75,307 105,966

法人税、住民税及び事業税 64,896 53,597

法人税等調整額 △8,957 7,321

法人税等合計 55,939 60,919

少数株主損益調整前四半期純利益 19,367 45,046

少数株主利益 3,614 4,941

四半期純利益 15,753 40,104
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 19,367 45,046

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 33,837 72,976

退職給付に係る調整額 － 4,690

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 1,454

その他の包括利益合計 33,836 79,120

四半期包括利益 53,204 124,167

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 49,569 119,178

少数株主に係る四半期包括利益 3,634 4,988
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 75,307 105,966

減価償却費 42,367 56,072

貸倒引当金の増減額（△は減少） 34,300 △42

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,955 24,064

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,500 △19,500

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △8,520 △9,590

工事損失引当金の増減額（△は減少） 22,700 6,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,090 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,970 1,545

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 7,000

株式給付引当金繰入額 － 16,800

受取利息及び受取配当金 △13,712 △12,974

支払利息 8,650 10,267

持分法による投資損益（△は益） 2,295 △7,867

売上債権の増減額（△は増加） 2,730,308 2,192,969

たな卸資産の増減額（△は増加） △786,748 △946,133

仕入債務の増減額（△は減少） △1,051,366 △1,035,668

未成工事受入金の増減額（△は減少） 112,851 323,636

未払消費税等の増減額（△は減少） △73,733 △42,040

その他の流動負債の増減額（△は減少） △95,869 △59,074

その他 △9,717 △9,277

小計 996,628 602,953

利息及び配当金の受取額 15,715 14,250

利息の支払額 △8,151 △9,656

法人税等の支払額 △353,017 △421,770

営業活動によるキャッシュ・フロー 651,174 185,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △239,015 △98,729

定期預金の払戻による収入 51,104 72,914

その他 △26,159 △17,930

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,071 △43,746

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 705,000 990,000

短期借入金の返済による支出 △508,000 △787,000

配当金の支払額 △92,944 △120,328

その他 △34,208 △45,110

財務活動によるキャッシュ・フロー 69,847 37,561

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 506,950 179,591

現金及び現金同等物の期首残高 3,188,065 3,811,374

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,695,015 ※１ 3,990,966

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

14/22



【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が182,246千円減少し、繰延税金負債が

64,879千円及び利益剰余金が117,366千円増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成

25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用し、信託が保有する株式に対する当社からの配当金及び信託

に関する諸費用の純額を負債に計上しております。当該会計方針の変更による過年度の累積的影響については、

影響額が軽微なため、当第２四半期連結累計期間の損益で処理しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 193,334千円 211,419千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

従業員給与 452,126千円 454,069千円

賞与引当金繰入額 103,700 106,798

役員賞与引当金繰入額 18,000 18,000

退職給付費用 16,610 18,695

役員退職慰労引当金繰入額 5,970 1,545

貸倒引当金繰入額 34,300 620

株式給付引当金繰入額 － 16,800

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

※２　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 4,898,000千円 5,035,907千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,223,590 △1,065,556

マネー・マネージメント・ファンド 20,605 20,615

現金及び現金同等物 3,695,015 3,990,966

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 93,111 18 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 121,322 23 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,346千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,156,127 4,221,348 196,409 8,573,886 － 8,573,886

セグメント間の内部
売上高又は振替高

720 34 137 892 △892 －

計 4,156,847 4,221,383 196,547 8,574,778 △892 8,573,886

セグメント損益 △106,954 254,997 △2,678 145,363 △88,533 56,830

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△28千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△88,504千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,513,031 4,135,134 150,242 8,798,408 － 8,798,408

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,338 57 2,960 4,355 △4,355 －

計 4,514,369 4,135,191 153,202 8,802,764 △4,355 8,798,408

セグメント損益 △98,940 308,595 △8,769 200,885 △113,520 87,365

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△63千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△113,456千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月

17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67

項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、

割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　なお、当該変更による各報告セグメント損益に及ぼす影響は軽微であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円06銭 7円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 15,753 40,104

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 15,753 40,104

普通株式の期中平均株式数（株） 5,147,817 5,147,828

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口・75646口）が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期

間０株、当第２四半期連結累計期間101,989株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月11日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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